
定期演奏会第 374 回 2022 年 2 月 5 日（土） 

ソリストの変更について

新型コロナウイルス感染症対策による入国制限措置緩和の見通しが立たないため、本公演のソリス

トであるイム・ジヨンの出演を断念することといたしました。つきましては代わりにヴァイオリン

の吉田南が出演をいたします。曲目の変更はございません。

吉田 南（ヴァイオリン） Minami Yoshida 

1998 年奈良県出身。5 歳よりヴァイオリンを始め、桐朋女子高等学校音楽科卒業後は桐朋学園大

学音楽学部ソリストディプロマコースを学費等全額免除特待生として修了した。現在、学長奨学

金を得てニューイングランド音楽院、特別特待奨学生として東京音楽大学アーティストディプロ

マコースに在籍し、ミリアム・フリード、原田幸一郎、竹澤恭子の各氏に師事している。これま

でに、2014 年日本音楽コンクール 1 位及び 5 つの特別賞受賞の他、2015 年シベリウス国際ヴァイ

オリンコンクール、2016 年モントリオール国際音楽コンクール、2021 年ハノーファー・ヨーゼ

フ・ヨアヒム国際ヴァイオリンコンクールなど数々のコンクールで入賞を果たしている。12 歳で

大阪フィルとの共演を皮切りに、国内のオーケストラ以外にも、ヘルシンキ・フィル、フィンラ

ンド放送響、モントリオール響など多数の著名なオーケストラと共演している。また、ボスト

ン、シカゴ、ニューヨーク、テキサスの他、カナダ、ドイツ、オランダ、ベルギー、フィンラン

ド、シンガポール、韓国、台湾など様々な国や地域で演奏を行っている。使用楽器は日本音楽財

団より貸与された 1716 年製ストラディヴァリウス「ブース」。

アスペン・ホームページ https://www.aspen.jp/artist/

ストラディヴァリウス1716年製ヴァイオリン「ブース」 

1855年頃にイギリスのブース夫人が所有していたため、現在の名が付けられている。彼女はヴァイオリンの才能を発揮した2人の

息子たちのためにストラディヴァリウスのクァルテットを形成しようと試み、この楽器を購入した。1931年にアメリカの名高いヴ

ァイオリン奏者ミッシャ・ミシャコフ（1896〜1981）の手にわたり、1961年にはニューヨークのヘンリー・ホッティンガー・コレ

クションの一部となった。音色の美しさ、音の力強さにおいて知名度が高く、保存状態も優れている。 
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第374回
定期演奏会

神奈川県民ホール	大ホール
2022.2.5土

主催：公益財団法人神奈川フィルハーモニー管弦楽団
共催：神奈川県、横浜市
助成：	文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術創造活動

活性化事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会
協力：日本音楽財団　特別協力：日本財団

山田耕筰（1886-1965）／ 序曲 ニ長調（4 分）
Kósçak Yamada ／ Eine kleine Ouverture in D-dur

ブルッフ（1838-1920）／  
ヴァイオリン協奏曲第 1 番 ト短調 Op.26 ♭ （24 分）

Max Bruch ／ Violin Concerto No. 1 in G minor, Op. 26

Ⅰ. Prelude: Allegro moderato
Ⅱ. Adagio
Ⅲ. Finale: Allegro energico

 ［休　憩］		Intermission   

シューマン（1810-1856）／ 交響曲第 2 番 ハ長調 Op.61（38 分）
Robert Schumann ／ Symphony No. 2 in C Major, Op. 61

Ⅰ. Sostenuto assai - Allegro ma non troppo
Ⅱ. Scherzo: Allegro vivace
Ⅲ. Adagio espressivo
Ⅳ. Allegro molto vivace

※演奏時間は目安です。

指 　 揮　大植 英次
Conductor  Eiji Oue

ヴァイオリン　イム・ジヨン♭

Violin  Ji Young Lim

ソロ・コンサートマスター

﨑谷 直人
Solo Concertmaster  Naoto Sakiya 
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出演者プロフィール

大阪フィルハーモニー交響楽団桂冠指揮者、ハノーファー北ドイツ放送フィルハー
モニー名誉指揮者。桐朋学園で齋藤秀雄に師事。78年、小澤征爾の招きによりアメ
リカ・タングルウッド・ミュージック･センターに学び、同年ニューイングランド音
楽院指揮科に入学。タングルウッド音楽祭でレナード･バーンスタインと出会い、以
後世界各地の公演に同行、助手を務めた。これまでにバッファロー・フィル準指揮者、
エリー･フィル音楽監督、ミネソタ管音楽監督、ハノーファー北ドイツ放送フィル首
席指揮者、バルセロナ響音楽監督、大阪フィル音楽監督を務め、2000年よりハノー
ファー音楽大学の終身正教授も務めている。05年『トリスタンとイゾルテ』で日本
人指揮者として初めてバイロイト音楽祭で指揮し、世界の注目を集めた。大阪城西
ノ丸庭園での「星空コンサート」や、「大阪クラシック」をプロデュース、多くの聴衆
を魅了している。14年には東京フィルハーモニー交響楽団のワールドツアーを指
揮し各国で絶賛された。レコーディングも活発に行い、04年にはミネソタ在住の作
曲家アージェントの作品集｢グイーディの館｣でグラミー賞を受賞した。09年ニーダー
ザクセン州功労勲章・一等功労十字章受章。

指　揮　大植 英次
Conductor  Eiji Oue

©飯島隆
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出演者プロフィール

1995年ソウル生まれ。7歳でヴァイオリンを始め、韓国芸術総合学校（国立芸術
大学）でキム・ナムユンに師事した後、ドイツのクロンベルク・アカデミーにてミハエラ・
マーティンに師事した。現在、ケルン音楽舞踊大学にて研鑽を積んでいる。2015
年ベルギー・エリザベート王妃国際音楽コンクールで優勝した他、アメリカのインディ
アナポリス国際ヴァイオリン・コンクール、カナダのモントリオール国際音楽コン
クール、ドイツのアンリ・マルトー国際ヴァイオリン・コンクールなど数々の国際コ
ンクールに入賞。現在は、世界の一流オーケストラと共演する他、著名な音楽祭への
出演、また、各地でリサイタルツアーを行っている。2020年はCOVID-19による
パンデミックの中、バッハとイザイのソロソナタ全曲を二日間にわたって演奏する
など挑戦を続けている。2017年、モーツァルトとベートーヴェンのヴァイオリン・
ソナタを収録したファーストアルバムをメジャーレーベルのワーナークラシックス
からリリース。使用楽器は日本音楽財団保有のストラディヴァリウス1717年製ヴァ
イオリン「サセルノ」。

ヴァイオリン　イム・ジヨン
Violin  Ji Young Lim

©Ho	Chang
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神奈川フィルの

公演チケットの

ご予約は

ブルーダル

チケット　  で！web
予約

24時間ご利用可能です

チケットの購入はこちらから➡

神奈川フィル 検索

https://piagettii.s2.e-get.jp/kanaphil/pt/

1974年3月に日本国内の音楽
文化の振興と普及を目的として設
立、西洋クラシック音楽を通じた
国際貢献を目的として弦楽器名器
の貸与事業を行っている。保有す
る世界最高クラスの弦楽器21挺
を若手有望演奏家や世界で活躍す
る演奏家に国籍を問わず無償で貸
与し、次世代に継承するための保
守・保全を行っている。また楽器被
貸与者による演奏会を日本国内外
で開催し、名器の音色に触れる機
会を提供している。日本音楽財団
の事業は日本財団の全面的な支援
により実施されている。

日本音楽財団
NIPPON MUSIC 
FOUNDATION
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曲目解説 白石	美雪

山田耕筰 ／ 序曲 ニ長調

明るい気分に満ちた《序曲ニ長調》は、日本初の管弦楽曲と⾔われる
山田耕筰の小品である。ベルリン留学中の1912年、カール・ヴォルフ教
授に古典的な作曲法の基礎を学んだ山田は、卒業制作となる交響曲「か
ちどきと平和」と管弦楽伴奏つきの合唱曲「秋の宴」に先立って、この曲
を書いている。二管編成の、わずか3分半から4分程度の短い曲で、展開
部のないソナタ形式になっている。初期ロマン派の趣のある楽想には、
山田耕筰らしい歌心も感じられる。初演は1915年。この年に創設され
た日本初のオーケストラ、東京フィルハーモニー会管弦楽部の帝国劇
場における第1回公開試演で、作曲家自身の指揮により演奏された。
音階を駆け上るはつらつとした第1主題を中心に上行する音型が多く
用いられ、時代の息吹を感じさせる。ニ長調で始まり、短いモチーフを
掛け合う推移部を経て、イ長調でやわらかい表情をもつ第2主題が提示
される。そのあと短調の楽想が挟まれ、ニ長調の属七和音から短調の響
きがよぎったのち、ニ長調で第1主題が再現される。推移部は緊迫感の
ある短調の楽想を交えて進み、第2主題もニ長調で現れる。転調を重ね
てクライマックスを形作り、力強く締めくくられる。開幕にふさわしい
晴れやかな序曲である。

2021-22年のシーズンもあと1回を残すばかりとなった。神奈川県民ホールで
開催される2月定期は日本とドイツを行き来しながら活動を展開する大植英次氏を
ゲスト指揮者に招いて、ブルッフとシューマンの名曲を、山田耕筰による日本人最
初のオーケストラ曲で導入するというプログラム。協奏曲はエリザベート王妃国際
音楽コンクールの覇者、イム・ジヨンを独奏者とする。コロナ禍での変更となったが、
新しい演奏家との出会いも楽しみたい。

楽器編成
フルート２、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン2、トランペット２、ティンパニ、
弦五部� ※スコア上の表記
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曲目解説

ブルッフ／ヴァイオリン協奏曲第1番 ト短調 Op.26

ブラームスより5歳年下で、昨年、没後100年を迎えたマックス・ブルッ
フは、ドイツとイギリスで活動した作曲家、指揮者である。生前はオラ
トリオを始めとする合唱音楽や歌劇、交響曲といった作品の評価が高
かったが、今日演奏されるのは《スコットランド幻想曲》、《コル・ニドラ
イ》、そして、この第1番のヴァイオリン協奏曲ぐらいだろうか。
ブルッフはメンデルスゾーンを一つの目標としながら創作に取り組
んだ。有名な第1番のヴァイオリン協奏曲もメンデルスゾーンの影響を
感じさせる。たとえば、3つの楽章を休みなく演奏させる後者にならっ
て、ブルッフも第2、第3楽章を続けているほか、ト短調・変ホ長調・ト長
調という楽章ごとの調性の構成も、メンデルスゾーンのホ短調・ハ長調・
ホ長調というパターンを移高したものである。その一方で、第3楽章で
前の2つの楽章のモチーフを用いて一貫性をはかり、ソナタ形式をかな
り自由に変形している点など、斬新な試みも含まれている。作品が初演
されたのち、出版に至るまでの間に、ブラームスの友人であるヴァイオ
リン奏者ヨアヒムに相談しながら修正を試みたことから、十数年後に
完成されたブラームスの協奏曲に間接的な影響を与えたともいわれて
いる。
「前奏曲」と題された第1楽章アレグロ・モデラートは自由なソナタ形
式。木管で和声的な主題が奏でられる序奏ではじまり、主部では独奏ヴァ
イオリンが主題を提示。この2つの主題を使いながら、幻想曲⾵に構成
されている。第2楽章アダージョは、独奏ヴァイオリンの甘美なメロディ
と、オーケストラによる低い音域を主体とした楽想の対話で進んでい
く。第3楽章アレグロ・エネルジーコは、独奏ヴァイオリンの妙技を堪能
できるフィナーレ。クライマックスの高揚は圧巻だ。第1楽章のリズム・
モチーフや第2楽章冒頭のメロディによる第2主題が用いられ、全曲の
統一がはかられている。

楽器編成
フルート２、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、トランペット2、ティンパニ、
弦五部、独奏ヴァイオリン� ※スコア上の表記
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曲目解説

シューマン／交響曲第2番 ハ長調 Op.61

シューマンの4曲の交響曲の中で、第2番は必ずしも演奏機会が多い
作品ではない。室内楽的な主題法を用い、楽器を重ね合わせて作り出さ
れるシューマンのくすんだ色調の音楽はロマン派らしい心の揺らぎを
反映し、時に宗教的な雰囲気を醸し出している。
交響曲第2番の作曲は、まさに精神的な病の克服と復調のプロセスそのも

のだった。1845年、ライプツィヒでの音楽活動に区切りをつけて、療養のた
めに静かなドレスデンに移り住んだシューマンは、まず対位法の研究に没頭
した。その成果は新しい作曲方法として、まもなく実を結ぶ。シューマン自
身の説明によれば、それまでは心の霊感に従って書いていたが、この年以降
は頭のなかで作曲するようになった。つまりフーガなど対位法的な書法を凝
らしながら、より複雑に展開していく手法が試みられるようになったのである。
この年の暮れに、シューベルトの「大ハ長調」交響曲を聴いて強烈な
衝動に駆られたシューマンはほぼ2週間で第2番のスケッチを書きあげ、
さらに翌年1月に手を加えて、2月からオーケストレーションを開始した。
健康状態は必ずしも良好ではなく、半ば病の状態で筆が進められた。そ
の苦しい闘争と再起が音楽の内容にも影を落としている。
第1楽章はソステヌート・アッサイの序奏ではじまる。冒頭の金管に
よる5度のモチーフが全体を統一するモットーとなっている。アレグロ・
マ・ノン・トロッポの主部はソナタ形式だが、第2主題部が3つの独立し
た音型をつなげたものとなっていることから、多主題的な音楽に感じ
られる。第2楽章アレグロ・ヴィヴァーチェも第1番の交響曲と同じく、
2つのトリオをもつ破格のスケルツォ。コーダで金管によるモットーが
現れる。第3楽章アダージョ・エスプレッシーヴォはバッハ⾵の主題に
よるロンド形式。第4楽章アレグロ・モルト・ヴィヴァーチェは、変形さ
れたソナタ形式に大規模な終結部を付けた特異な形式。最後は勝利を
表すように、力強いティンパニの連打とハ長調の和音で閉じられる。

楽器編成
フルート２、オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン２、トランペット2、トロンボー
ン3、ティンパニ、弦五部� ※スコア上の表記
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